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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年6月28日(2012.6.28)

【公表番号】特表2011-517516(P2011-517516A)
【公表日】平成23年6月9日(2011.6.9)
【年通号数】公開・登録公報2011-023
【出願番号】特願2010-550612(P2010-550612)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｊ  11/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｊ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｊ  99/00     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  16/28     (2009.01)
   Ｈ０４Ｂ   7/04     (2006.01)
   Ｈ０４Ｗ  72/04     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｊ  11/00    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｊ   1/00    　　　　
   Ｈ０４Ｊ  15/00    　　　　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ２３４　
   Ｈ０４Ｂ   7/04    　　　　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ５４８　

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月11日(2012.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信機器と通信する方法であって、
　複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）アンテナシステムから送信される直交周波数分割多重接
続（ＯＦＤＭＡ）信号を受信することであって、前記ＯＦＤＭＡ信号は、１つ以上のリソ
ースブロックを用いることによって受信され、各リソースブロックは、１８個のサブキャ
リアと７個のＯＦＤＭＡシンボルとを表す１８＊７行列の形態である、ことと、
　４つのストリームに対応する４つのパイロット信号に基づいてチャンネル推定を行うこ
とであって、前記４つのパイロット信号は、前記７個のＯＦＤＭＡシンボルの１番目、２
番目、５番目及び６番目のＯＦＤＭＡシンボルにのみわたって分散される、ことと
　を含み、パイロットサブキャリアを含む各ＯＦＤＭＡシンボルにおいて、１番目及び２
番目に発生するパイロットサブキャリアは、４個のサブキャリアだけ離れており、前記２
番目及び３番目に発生するパイロットサブキャリアは、６個のサブキャリアだけ離れてお
り、前記３番目及び４番目に発生するパイロットサブキャリアは、４個のサブキャリアだ
け離れており、
　前記パイロットサブキャリアを含む各ＯＦＤＭＡシンボルにおいて、前記１番目～４番
目に発生するパイロットサブキャリアは、４つのアンテナに対応する、方法。
【請求項２】
　前記４つのパイロットサブキャリアは、パイロットサブキャリアＰ０、Ｐ１、Ｐ２及び
Ｐ３を含み、前記パイロットサブキャリアＰ０、Ｐ１、Ｐ２及びＰ３は、前記１番目のＯ
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ＦＤＭＡシンボル内の１番目、２番目、３番目、及び４番目に発生するパイロットサブキ
ャリアである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記パイロットサブキャリアＰ２、Ｐ３、Ｐ０、及びＰ１は、前記２番目のＯＦＤＭＡ
シンボル内の１番目、２番目、３番目、及び４番目に発生するパイロットサブキャリアで
ある、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記４つのパイロットサブキャリアは、パイロットサブキャリアＰ０、Ｐ１、Ｐ２及び
Ｐ３を含み、パイロットシンボルＰ１、Ｐ０、Ｐ３、及びＰ２は、前記５番目のＯＦＤＭ
Ａシンボル内の１番目、２番目、３番目、及び４番目に発生するパイロットシンボルであ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記パイロットサブキャリアＰ３、Ｐ２、Ｐ１、及びＰ０は、前記６番目のＯＦＤＭＡ
シンボル内の１番目、２番目、３番目、及び４番目に発生するパイロットサブキャリアで
ある、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記チャンネル推定を行うステップの出力をＭＩＭＯ後処理することをさらに含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項７】
　無線通信機器と通信する方法であって、
　複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）アンテナシステムから送信された直交周波数分割多重接
続（ＯＦＤＭＡ）信号を受信することであって、前記ＯＦＤＭＡ信号は、１つ以上のリソ
ースブロックを用いることによって受信され、各リソースブロックは、１８個のサブキャ
リアと５個のＯＦＤＭＡシンボルとを表す１８＊５行列の形態である、ことと、
　４つのストリームに対応する４つのパイロット信号に基づいてチャンネル推定を行うこ
とであって、前記４つのパイロット信号は、前記５個のＯＦＤＭＡシンボルの１番目、２
番目、４番目及び５番目のＯＦＤＭＡシンボルにのみわたって分散される、ことと
　を含み、パイロットサブキャリアを含む各ＯＦＤＭＡシンボルにおいて、１番目及び２
番目に発生するパイロットサブキャリアは、４個のサブキャリアだけ離れており、前記２
番目及び３番目に発生するパイロットサブキャリアは、６個のサブキャリアだけ離れてお
り、前記３番目及び４番目に発生するパイロットサブキャリアは、４個のサブキャリアだ
け離れており、
　前記パイロットサブキャリアを含む各ＯＦＤＭＡシンボルにおいて、前記１番目～４番
目に発生するパイロットサブキャリアは、４つのアンテナに対応する、方法。
【請求項８】
　前記４つのパイロットサブキャリアは、パイロットサブキャリアＰ０、Ｐ１、Ｐ２及び
Ｐ３を含み、前記パイロットサブキャリアＰ０、Ｐ１、Ｐ２及びＰ３は、前記１番目のＯ
ＦＤＭＡシンボル内の１番目、２番目、３番目、及び４番目に発生するパイロットサブキ
ャリアである、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記パイロットサブキャリアＰ２、Ｐ３、Ｐ０、及びＰ１は、前記２番目のＯＦＤＭＡ
シンボル内の１番目、２番目、３番目、及び４番目に発生するパイロットサブキャリアで
ある、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記４つのパイロットサブキャリアは、パイロットサブキャリアＰ０、Ｐ１、Ｐ２及び
Ｐ３を含み、前記パイロットサブキャリアＰ１、Ｐ０、Ｐ３、及びＰ２は、前記５番目の
ＯＦＤＭＡシンボル内の１番目、２番目、３番目、及び４番目に発生するパイロットサブ
キャリアである、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記パイロットサブキャリアＰ３、Ｐ２、Ｐ１、及びＰ０は、前記６番目のＯＦＤＭＡ
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シンボル内の１番目、２番目、３番目、及び４番目に発生するパイロットサブキャリアで
ある、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記チャンネル推定を行うステップの出力をＭＩＭＯ後処理することをさらに含む、請
求項７に記載の方法。
【請求項１３】
　移動無線通信機器であって、
　複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）アンテナシステムから送信される直交周波数分割多重接
続（ＯＦＤＭＡ）信号を受信するように構成された受信機であって、前記ＯＦＤＭＡ信号
は、１つ以上のリソースブロックを用いることによって受信され、各リソースブロックは
、１８個のサブキャリアと７個のＯＦＤＭＡシンボルとを表す１８＊７行列の形態である
、受信機と、
　前記受信機に作動可能に連結されており、４つのストリームに対応する４つのパイロッ
ト信号に基づいてチャンネル特性を推定するように構成されるチャンネル推定器であって
、前記４つのパイロット信号は、前記７個のＯＦＤＭＡシンボルの１番目、２番目、５番
目及び６番目のＯＦＤＭＡシンボルにのみわたって分散される、チャンネル推定器と
　を含み、パイロットサブキャリアを含む各ＯＦＤＭＡシンボルにおいて、１番目及び２
番目に発生するパイロットサブキャリアは、４個のサブキャリアだけ離れており、前記２
番目及び３番目に発生するパイロットサブキャリアは、６個のサブキャリアだけ離れてお
り、前記３番目及び４番目に発生するパイロットサブキャリアは、４個のサブキャリアだ
け離れており、
　前記パイロットサブキャリアを含む各ＯＦＤＭＡシンボルにおいて、前記１番目～４番
目に発生するパイロットサブキャリアは、前記４つのストリームに対応する、移動無線通
信機器。
【請求項１４】
　前記４つのパイロットサブキャリアは、パイロットサブキャリアＰ０、Ｐ１、Ｐ２及び
Ｐ３を含み、パイロットサブキャリアＰ０、Ｐ１、Ｐ２及びＰ３は、前記１番目のＯＦＤ
ＭＡシンボル内の１番目、２番目、３番目、及び４番目に発生するパイロットサブキャリ
アである、請求項１３に記載の移動無線通信機器。
【請求項１５】
　前記パイロットサブキャリアＰ２、Ｐ３、Ｐ０、及びＰ１は、前記２番目のＯＦＤＭＡ
シンボル内の１番目、２番目、３番目、及び４番目に発生するパイロットサブキャリアで
ある、請求項１４に記載の移動無線通信機器。
【請求項１６】
　前記４つのパイロットサブキャリアは、パイロットサブキャリアＰ０、Ｐ１、Ｐ２及び
Ｐ３を含み、パイロットシンボルＰ１、Ｐ０、Ｐ３、及びＰ２は、前記５番目のＯＦＤＭ
Ａシンボル内の１番目、２番目、３番目、及び４番目に発生するパイロットシンボルであ
る、請求項１３に記載の移動無線通信機器。
【請求項１７】
　前記パイロットサブキャリアＰ３、Ｐ２、Ｐ１、及びＰ０は、前記６番目のＯＦＤＭＡ
シンボル内の１番目、２番目、３番目、及び４番目に発生するパイロットサブキャリアで
ある、請求項１６に記載の移動無線通信機器。
【請求項１８】
　前記チャンネル推定器に作動可能に連結されており、前記チャンネル推定器の出力を後
処理するように構成されたＭＩＭＯポストプロセッサをさらに含む、請求項１３に記載の
移動無線通信機器。
【請求項１９】
　移動無線通信機器であって、
　複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）アンテナシステムから送信される直交周波数分割多重接
続（ＯＦＤＭＡ）信号を受信するように構成された受信機であって、前記ＯＦＤＭＡ信号
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は、１つ以上のリソースブロックを用いることによって受信され、各リソースブロックは
、１８個のサブキャリアと５個のＯＦＤＭＡシンボルとを表す１８＊５行列の形態である
、受信機と、
　前記受信機に作動可能に連結されており、４つのストリームに対応する４つのパイロッ
ト信号に基づいてチャンネル特性を推定するように構成されるチャンネル推定器であって
、前記４つのパイロット信号は、前記５個のＯＦＤＭＡシンボルの１番目、２番目、４番
目及び５番目のＯＦＤＭＡシンボルにのみわたって分散される、チャンネル推定器と
　を含み、パイロットサブキャリアを含む各ＯＦＤＭＡシンボルにおいて、１番目及び２
番目に発生するパイロットサブキャリアは、４個のサブキャリアだけ離れており、前記２
番目及び３番目に発生するパイロットサブキャリアは、６個のサブキャリアだけ離れてお
り、前記３番目及び４番目に発生するパイロットシンボルは、４個のサブキャリアだけ離
れており、
　前記パイロットサブキャリアを含む各ＯＦＤＭＡシンボルにおいて、前記１番目～４番
目に発生するパイロットサブキャリアは、前記４つのストリームに対応する、移動無線通
信機器。
【請求項２０】
　前記４つのパイロットサブキャリアは、パイロットサブキャリアＰ０、Ｐ１、Ｐ２及び
Ｐ３を含み、パイロットサブキャリアＰ０、Ｐ１、Ｐ２及びＰ３は、前記１番目のＯＦＤ
ＭＡシンボル内の１番目、２番目、３番目、及び４番目に発生するパイロットサブキャリ
アである、請求項１９に記載の移動無線通信機器。
【請求項２１】
　前記パイロットサブキャリアＰ２、Ｐ３、Ｐ０、及びＰ１は、前記２番目のＯＦＤＭＡ
シンボル内の１番目、２番目、３番目、及び４番目に発生するパイロットサブキャリアで
ある、請求項２０に記載の移動無線通信機器。
【請求項２２】
　前記４つのパイロットサブキャリアは、パイロットサブキャリアＰ０、Ｐ１、Ｐ２及び
Ｐ３を含み、パイロットシンボルＰ１、Ｐ０、Ｐ３、及びＰ２は、前記５番目のＯＦＤＭ
Ａシンボル内の１番目、２番目、３番目、及び４番目に発生するパイロットシンボルであ
る、請求項１９に記載の移動無線通信機器。
【請求項２３】
　前記パイロットサブキャリアＰ３、Ｐ２、Ｐ１、及びＰ０は、前記６番目のＯＦＤＭＡ
シンボル内の１番目、２番目、３番目、及び４番目に発生するパイロットサブキャリアで
ある、請求項２２に記載の移動無線通信機器。
【請求項２４】
　前記チャンネル推定器に作動可能に連結されており、前記チャンネル推定器の出力を後
処理するように構成されたＭＩＭＯポストプロセッサをさらに含む、請求項１９に記載の
移動無線通信機器。
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